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Ⅰ 京 都 国 道 事 務 所 の 概 要

京都国道事務所は、京都府中南部地域における国道１号、９号、２４号、１６３号、

１７１号及び４７８号の６路線約１５０ｋｍの管理と改築を担当しています。

〔沿革〕

昭和 ６年 ４月 京津国道改良事務所として設置される

８年 ４月 京都国道改良事務所となる

１８年 ４月 木津川改修事務所を統合し京都工事事務所となる

２０年 ４月 廃止され淀川工事事務所木津川工場となる

２３年 ４月 京都工事事務所が再設置される

３４年 ４月 河川事業を分離し京都国道工事事務所となる

平成１５年 ４月 京都国道事務所に名称変更される

〔組織〕

平成２７年４月１０日現在
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６．調査の概要

～地域の課題解決に向けた調査について～

＜主な調査内容＞

●宇治木津線 城陽～木津川

概略ルート・構造の検討（計画段階評価を進めるための調査）を実施します。

大都市周辺のボトルネック箇所への集中的対策に向けた調査を推進します。

その他の地域についても、交通状況、社会経済状況や道路網の課題等を調査し、優

先区間の検討や地域の道路網の中での必要性・整備効果の整理等を進めることとして

います。

また、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベル

を把握するためのデータ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、妥当

性に関する基礎的な調査を実施します。

地域のネットワークの課題の調査
路線の必要性・効果の調査

優先区間の絞り込み調査

概略ルート・構造の検討
（計画段階評価を進めるための調査）

詳細ルート・構造の検討
（都市計画・環境アセスメントの準備を行う調査）

都市計画・環境アセスメントを進めるための調査

新規事業採択時評価

新規事業化

◇道路調査の流れ








